
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

当
館
は
、
令
和
五
年
度
よ
り
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
と
協
力
し
て
、
西
南
四
国
の
中
世
社
会
と
公
家

に
関
す
る
共
同
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
テ
ー
マ

展
、
当
館
で
は
企
画
展
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
西
南
四
国
の
中
世
社
会
と
公
家
」
と
題
し
、
展
示
い
た
し

ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
る
西
南
四
国
と
は
、
主
に
高
知
県
の
幡
多
地
方
と
愛
媛
県
の
南
予
地
方
を
指
し
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
学
の
研
究
成
果
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
に
お
い
て
、
中
央

（
京
都
）
の
公
家
た
ち
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
世
は
「
武
士
の
世
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
公
家
の
存
在
が
少
し
見
え
づ
ら
い
の
で

す
が
、
一
条
氏
と
西
園
寺
氏
は
西
南
四
国
へ
下
向
し
在
地
の
有
力
な
勢
力
と
し
て
、
戦
国
期
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。

古
文
書
や
寺
社
に
残
る
歴
史
資
料
、
発
掘
さ
れ
た
出
土
資
料
を
通
じ
て
、
本
展
タ
イ
ト
ル
の
「
公
家
」

と
い
う
視
点
を
据
え
な
が
ら
、
西
南
四
国
の
中
世
社
会
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

元
同
志
社
大
学
教
授
（
高
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
（
考
古
部
会
長
））
の
鋤す

き
柄が
ら

俊
夫
氏
に
は
、
展
示

内
容
に
お
い
て
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
ま
た
会
期
中
に
は
、
講
演
会
も
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
開
催
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
各
種
団
体
・
機

関
、
そ
し
て
資
料
所
蔵
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
令
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六
年
一
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月
一
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史
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資
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長
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